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第125号

〔2〕

　
新
川
む
つ
み
園
で
は
、
昭
和
五
十
六
年

に
開
所
し
た
入
所
施
設
の
老
朽
化
や
利
用

者
の
高
齢
化
・
重
度
化
、
行
動
に
障
害
の

あ
る
方
へ
の
支
援
の
充
実
を
目
指
し
て
、

新
居
住
棟
を
新
築
整
備
す
る
計
画
を
平
成

二
十
七
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
平
成
二
十
八
年
度

で
は
、
施
設
整
備
に
向
け
て
国
や
富
山
県

（
障
害
福
祉
課
）
並
び
に
関
係
す
る
地
元

入
善
町
や
魚
津
市
、
黒
部
市
並
び
に
朝
日

町
に
対
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
の
あ

る
国
会
議
員
や
地
元
選
出
の
県
議
会
議
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
二
市
二
町
の
「
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
」
や
「
新
川
む
つ
み
園
保

護
者
会
」
の
皆
様
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
も
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
平
成
二
十
八
年
度
の
国
の
補
正
予
算

に
よ
る
施
設
整
備
が
決
定
し
、
平
成
三
十

年
三
月
の
竣
工
に
向
け
て
整
備
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
新
居
住
棟
の
整
備
に
併
せ
て
、

当
法
人
の
設
立
当
初
か
ら
賃
借
し
て
い
る

宅
地
及
び
新
居
住
棟
の
敷
地
と
な
る
農
地

の
所
有
者
の
皆
様
か
ら
土
地
を
譲
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
当
法
人
の
運
営
強
化
を

図
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
二
月
二
十
八
日
、
黒
東
小
学
校
よ
り
ご

招
待
を
受
け
、
入
所
の
利
用
者
五
名
が
六

年
生
を
送
る
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
見
や
す
い
最
前
列
に
席
を

設
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
配
慮
も
い
た
だ

き
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
招
き
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
岸
岡
係
長　
記
）

　
こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
当
法
人
の
理
事
、
監
事
、
評
議

員
の
皆
様
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
成
二
十
九
年
度
は
、
新
居
住
棟
の
整

備
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
居
住

棟
の
改
修
計
画
策
定
、
新
居
住
棟
に
お
け

る
専
門
的
支
援
の
構
築
、
効
率
的
な
施
設

運
営
の
た
め
の
組
織
の
見
直
し
等
に
も
併

せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
新
川
む
つ
み
園
は
、
新
川

地
域
に
お
け
る
障
害
者
の
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
を
担
う
施
設
と
し
て
、
利
用
者
や
保
護

者
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
か
ら
安

心
と
信
頼
を
得
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

▲新居住棟パース

い
つ
も
ご
招
待

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
黒
東
小
学
校
六
年
生
を

　
送
る
会
に
参
加
し
て
〜

新居住棟の概要

新
居
住
棟
の
整
備
に
向
け
て園

長
　
草
原
　
庄
一

区分 内　容

建築
面積 1,667.97㎡

建築
構造

居室棟　木造平屋建

共用棟　�ホールは県産木
材利用平屋建

居室数

39室（内2室はショート
専用室、3室は個室転用
可能な2人部屋）

男
子
棟

高齢・重度エリア
個室14室

行動支援エリア
個室12室

女
子
棟

高齢・重度エリア
個室5室

行動支援エリア
個室8室

個室
面積 11.18㎡、12.13㎡



第125号

〔3〕

　
魚
津
市
に
あ
り
ま
す
「
坊
丸
の
郷
」

は
、
平
成
十
五
年
に
通
所
更
生
施
設
と
し

て
開
所
、
平
成
二
十
二
年
よ
り
生
活
介
護

事
業
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
現
在
は
日

中
一
時
支
援
事
業
も
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
で
十
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
利

用
者
は
二
十
四
名
で
、
受
注
作
業
、
文
化

活
動
、
社
会
体
験
、
散
歩
や
軽
運
動
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
他
、
魚
津
市
障
害
者

連
合
会
主
催
の
行
事
に
も
参
加
し
、
地
域

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
『
今
の
気
持
ち
』
に
配
慮
し

た
支
援
を
心
掛
け
て
お
り
、
中
で
も
、
い

き
い
き
美
容
教
室
が
大
変
好
評
で
す
。
男

性
も
女
性
も
、
ヘ
ア
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ

り
、
化
粧
水
で
肌
の
キ
メ
を
整
え
、
お
化

粧
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
満
足

顔
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
表
情
を
み
る
と
、
自

分
自
身
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
自
己
肯
定

感
を
高
め
ら
れ
た
体
験
と
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
全
体
活
動
は
勿
論
で
す
が
、

ニ
ー
ズ
や
満
足
度
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

個
々
の
障
害
特
性
に
応
じ
た
個
別
活
動
も

不
可
欠
で
す
。
情
緒
が
落
ち
着
い
て
心
身

共
に
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
工
夫
の
あ
る

支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
活
動
を
通
し
て
充

実
感
を
持
ち
、
「
日
々
が
楽
し
い
。
」
と

感
じ
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
私
た

ち
支
援
者
自
身
も
「
共
に
楽
し
む
」
こ
と

も
忘
れ
ず
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　 

（
坂
本
係
長　
記
）

▲いきいき美容教室　美の追及中。▲社会活動　バタバタ茶体験（朝日町）

や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
と
感
じ
ま
し
た

共
に
楽
し
む
支
援
者
を
心
が
け
て

〜
富
山
短
期
大
学
　
新
川
む
つ
み
園
で
の
宿
泊
実
習
を
終
え
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

〜
生
活
介
護
事
業
所
『
坊
丸
の
郷
』
の
紹
介
〜

　
保
育
士
資
格
取
得
の
為
、
十
日
間
の
宿

泊
実
習
を
終
え
ら
れ
た
、
富
山
短
期
大

学
・
幼
児
教
育
科
の
三
名
の
実
習
生
に
、
実

習
を
終
え
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て

頂
き
ま
し
た
。
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　

 

実
習
を
終
え
て
ど
う
で
し
た
か
？

Ａ
・�

実
習
初
日
は
、
不
安
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
利
用
者
か
ら

た
く
さ
ん
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、
次

第
に
自
分
か
ら
関
わ
っ
て
い
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
・�

一
人
ひ
と
り
の
最
善
を
考
え
な
が

ら
、
職
員
が
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る

様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　�Ｑ　

 

知
的
障
が
い
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
こ

と
が
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

Ａ
・�

日
々
、
同
じ
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
で
、
見
通
し
を
持
っ
て
安
心

し
て
生
活
で
き
、
日
課
等
の
理
解
を

深
め
て
い
け
た
。

　
・�
自
閉
症
と
い
っ
た
障
が
い
も
併
せ
て

持
っ
て
お
ら
れ
る
人
が
い
る
と
い
う

こ
と
。

Ｑ　

 

苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
・�

見
守
る
部
分
と
、
支
援
す
る
部
分
の

判
断
に
苦
労
し
た
。

　
・�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が

難
し
く
、
話
し
て
い
る
内
容
が
理
解

出
来
な
い
事
が
あ
っ
た
。

Ｑ　

 

そ
の
他
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
）

Ａ
・�

挨
拶
を
す
る
事
で
、
徐
々
に
打
ち
解

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
・�

支
援
に
対
し
、
感
謝
さ
れ
た
事
が
嬉

し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
。

　
・�

利
用
者
に
、
色
々
な
事
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。

　
・�

実
習
最
終
日
に
、
た
く
さ
ん
の
手
作

り
の
贈
り
物
を
も
ら
い
、
そ
の
気
持

ち
が
嬉
し
か
っ
た
。

　
回
答
を
頂
い
た
実
習
生
の
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
水
島
支
援
員　
記
）▲体育館歩行の様子



第125号

〔4〕

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
、
看
護
師
と

し
て
採
用
さ
れ
、
三
十
六
年
の
歳
月

が
流
れ
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
病
院

と
施
設
の
違
い
に
戸
惑
い
、
悩
み
、

色
々
な
葛
藤
の
中
、
利
用
者
の
明
る

さ
・
純
粋
さ
に
励
ま
さ
れ
、
時
に
は

友
達
や
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
い
た

だ
き
、
今
日
ま
で
勤
務
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
開
設
当
時
は
、
利
用
者
も
職
員
も

若
く
、
春
に
は
園
か
ら
宮
野
山
ま
で

ハ
イ
キ
ン
グ
し
な
が
ら
、
桜
の
木
の

下
で
厨
房
職
員
手
作
り
の
花
見
弁
当

を
食
べ
、
夏
に
は
プ
ー
ル
で
の
水
遊

び
、
秋
に
は
地
域
作
業
所
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
し
た
合
同
運
動
会
、
冬
に

は
雪
像
づ
く
り
や
ソ
リ
遊
び
等
楽
し

い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
こ
数
年
は
、
障
が
い
の
重
度
・

重
複
化
に
加
え
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
看
護
師
の
役
割
も
重
要
に
な

り
、
支
援
員
・
栄
養
士
な
ど
全
職
員

と
の
連
携
を
密
に
し
て
日
々
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
健
康
で
、
園
歌
の
詩
に
あ
る

よ
う
に
、
み
ん
な
仲
良
く
い
た
わ
り

合
っ
て
、
み
ん
な
元
気
に
励
ま
し
合

っ
て
、
楽
し
い
・
明
る
い
我
ら
の
新

川
む
つ
み
園
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈

っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
退
職
に
あ
た
り
、
温
か

い
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
、
利
用

者
・
保
護
者
の
皆
様
、
職
員
や
園
に

関
わ
っ
た
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

看
護
師
　
　
藤
田
　
澄
子

退
職
に
あ
た
り

新
任
職
員
の

　
　
　
紹
介

【質問内容】
①氏名
②所属係・職種
③特技または趣味
④新任としての抱
　負を一言で

①森
もり

田
た

　　忍
しのぶ

②支援課（青野1区）生活支援員

③食べ歩き　ウォーキング

④�前職での知的障がいのある方と
の関わりから、福祉の道を志しま
した。利用者の方々に快適な生
活を送っていただけるようがん
ばっていきたいと思います。ご指
導よろしくお願いいたします。

①長
なが

島
しま

　凌
りょう

斗
と

②支援課（青野1区）生活支援員

③アーチェリー

④�利用者支援のあり方を考え、支
援員としての仕事を頑張ってい
きたいと思います。ご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願いいたし
ます。

▲保護者会長からの花束贈呈



むつみあい トピックス

第125号

〔5〕

車椅子寄贈
〜あいおい損保さんより〜

スナック紫陽花
〜カラオケ招待〜

1月16日

1月13日、2月14日
3月10日、4月4日

2月16日

鬼は外♪福は内♪
〜節分〜

カニ、ホタテ、すり身…ほっかほかの大漁鍋
〜ライオンズクラブのみなさんありがとうございました〜

ちらし寿しや竹の子ごはんを作りました
〜JA調理実習〜

2月2日

あいおい損保さ
んより車椅子を
寄贈していただ
きました。

いつもありがとう♪
スナック紫陽花で楽
しませてもらいま
した。

節分の豆まきを楽
しみました。今年
もよい年にしま
しょうね。

いつもおいしいお料
理を教えてもらって
います。ありがとう
ございます。

毎年恒例の大漁鍋。入善・朝
日ライオンズクラブのみなさ
んと海の幸がたくさん入っ
た鍋をおいしくいただきまし
た。ごちそうさまでした。

2月14日、3月14日
4月11日



第125号

〔6〕

　
施
設
整
備
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
へ
の
安
心
・
安
全
で
快
適
な

居
住
空
間
を
提
供
す
べ
く
、
支
援
面
で
も

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
た
な
建
物
が
増
え
、
環
境
は
次
々
と

変
化
し
て
い
き
ま
す
。
「
や
り
方
も
考
え

方
も
、
今
ま
で
と
同
じ
で
は
ダ
メ
な
ん

だ
」
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
支
援
者
は
ど
う
適
応
し
、
変

わ
っ
て
い
け
る
の
か
、
大
き
な
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。
形
に
負
け
る
こ
と
の
な
い
、

優
し
く
、
強
い
新
川
む
つ
み
園
に
な
り
た

い
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
（
岸
岡
　
記
）

・
橋
本　
睦
子

・
平
井
紀
代
美

・
吉
澤
和
佳
子

・
坂
東　
孝
子

・
入
善
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
浦
山
新
児
童
会

・
関
西
電
力

　
黒
部
川
電
力
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

・
入
善
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
ら
・
こ
ん
せ
ー
る
・
の
く
ち
ゅ
ー
る

・
入
善
高
校
吹
奏
楽
部

・
入
善
町
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　
藤
井
加
津
枝

・
入
善
理
容
組
合

・
Ｊ
Ａ
み
な
穂
は
ぴ
ね
す

・
喫
茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表　
西
村　
民
子

・
吟
正
会

・
な
つ
め
会

・
ス
ナ
ッ
ク
紫
陽
花

　
　
　
　
　
　
　

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ボランティア活動
ご協力ありがとうございました

季節のあゆみ 行事予定

困ったこと、悩んでおられることはありませんか？

新川むつみ園内　担当：中瀬、西村、水島

新川むつみ園内　担当：野寺、島瀬、米田
ＴＥＬ 0765−78−1131

「障害者相談支援事業」
（サービス等利用計画作成の相談に応じます）

ＴＥＬ 0765−78−1140

「新川障害者就業・生活支援センター」
（あなたの就労と暮らしを支えます）

ら
か
室
集
編

・
大
林　
慎
二　
・
加
成　
忠
之

・
杉
原　
久
雄
・
優
子

・
長
田　
雅
子　
・
中
井　
正
征

・
善
称
寺

・
富
山
県
善
意
銀
行

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
紫
の
華

　
　
　
　
　
代
表　
長
谷
川
和
枝

・
浦
山
新
地
区
児
童
会

　
　
　
　
　
代
表　
市
森　
高
広

・
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害

　
保
険
株
式
会
社

　
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ゆ
に
ぞ
ん
ス
マ
イ
ル

　
ク
ラ
ブ

・
入
善
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
朝
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　  5月　こぶしカラオケ愛好会交流会
　    　　入善ライオンズクラブ交流会
　    　　バイキング
　  6月　宿泊・日帰り旅行
　    　　浦山新福寿会との交流会（作業所交流）
　  7月　三施設交歓球技大会
　    　　黒東小学校との七夕集会
　    　　河祭り

まごころの花束
ご寄付ありがとうございました

　平成29年3月13日に第三者委員の方2名をお招
きし、苦情解決第三者委員会を行いました。苦情
の内容は職員の接遇に関すること3件、サービス
の質や量に関すること1件でした。いずれも解決
済みです。
　皆様のご意見を参考にいたしまして、今後も
サービスの向上を目指して参ります。

苦情解決第三者委員会の報告




